



















第二報　11 世紀平安後期から 13 世紀鎌倉時代を代表する
仏師による仏像の顔の系譜解析
美　濃　順　亮
Image Processing of Faces of the Buddha
Part 2  A Family Tree of Faces of the Statues of the Buddha
by Buddhist Sculptors Represented Era from the 11th-century Late Heian 











































































































































図 3 に示す顔画像（24 ビット RGBの BMP形式、





は、WORDの .pntファイルで顔部分は 515 頂点、頭
髪部分は 244 頂点から構成されている。本解析では、
頭髪部分を削除して、顔部分の x、y、zの三次元座標


























































































図 6に主成分分析の結果を示した。主成分 1、2 の
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図 7　 仏顔クラスター（1）に 7仏顔を追加したクラ
スター分析結果
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